
姉小路界隈
京の街角

報告書	第三十八号



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

1

私
が
市
長
就
任
以
来
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
進

め
て
き
た
「
参
加
と
協
働
に
よ
る
、
地
域
の
個
性

と
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」。
国
内
外
か
ら
の

京
都
への
高
い
評
価
や
、
市
民
の
皆
様
の
「
京
都
に

住
ん
で
、
京
都
で
学
ん
で
、
京
都
で
子
育
て
し
て

本
当
に
よ
か
っ
た
！
」
と
い
う
嬉
し
い
お
声
を
お
聞

き
す
る
度
、
ゆ
っ
く
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
着
実

に
進
ん
で
き
た
こ
と
を
、
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
京
都
の
ま
ち
づ
く
り
の
縮
図
と

も
言
え
る
の
が
、「
姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
」

の
皆
様
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
、
地
域
ぐ
る

み
・
住
民
ぐ
る
み
の
お
取
り
組
み
で
す
。
二
十
年

以
上
に
わ
た
っ
て
貴
い
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

皆
様
に
、
改
め
て
深
く
、
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。

「
姉
小
路
界
隈
の
景
観
を
守
り
、
い
つ
ま
で
も

愛
さ
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
お
志
の

下
で
始
め
ら
れ
た
地
域
景
観
づ
く
り
協
議
会
と
し

て
の
御
活
動
も
、
こ
の
三
月
で
早
四
年
。
こ
れ
ま

で
地
域
に
住
ま
わ
れ
る
方
、
地
域
で
商
い
を
さ
れ

る
方
と
六
十
回
以
上
の
意
見
交
換
を
重
ね
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
界
隈
に
合
っ
た
建
物
の
外
観
に

し
て
い
た
だ
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の

歴
史
や
文
化
、
暮
ら
す
作
法
も
し
っ
か
り
と
共
有

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
誠
に
心
強
い
限
り
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
賑
わ
い
づ
く
り
、
魅
力
を
発
信

す
る
お
取
り
組
み
も
、
た
ゆ
む
こ
と
な
く
続
け
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
す
っ
か
り
夏
の
風
物
詩
と

な
っ
た
「
行
灯
会
」
に
は
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
柔
ら
か
な
明
か
り
に
包
ま
れ
た
美
し
い
街
並

み
を
堪
能
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
、
地
域
の
皆
様
の
溌
剌
と
し
た
お
姿
に
大
い
に

元
気
を
頂
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
京
ま
ち
な

か
を
歩
く
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
掛
け
軸
の
製

作
な
ど
住
民
同
士
の
交
流
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本

市
が
目
指
す
「
人
が
主
役
の
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
」

も
広
く
発
信
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
市
は
本
年
、「
国
土
交
通
省
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

推
進
功
労
者
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
が
、

姉
小
路
界
隈
で
の
こ
う
し
た
お
取
り
組
み
も
、
こ

の
栄
誉
と
決
し
て
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
も
の
と

存
じ
て
い
ま
す
。

本
年
一
月
、
本
市
は
日
経
新
聞
社
に
よ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
先
進
度
調
査
で
、
全
国
一
位
と
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
」
を
理
念
に
、
国
連
が
持
続
可
能
な
社
会

を
目
指
し
て
掲
げ
た
十
七
の
取
り
組
み
目
標
の
こ

と
。
こ
の
中
に
は
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
」「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ

う
」
と
い
っ
た
も
の
も
あ
り
、
ま
さ
に
、
姉
小
路

界
隈
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
で
実
践
さ
れ
て
い
る

京
都
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
が
、
こ
の
嬉
し
い

評
価
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
、
姉
小
路
界
隈
の
皆
様
を
は

じ
め
、
ま
ち
づ
く
り
を
「
自
分
ご
と
」「
み
ん
な

ご
と
」
と
捉
え
て
積
極
的
に
行
動
さ
れ
る
皆
様
と

共
に
、
全
て
の
方
に
「
い
つ
ま
で
も
京
都
に
住
み

続
け
た
い
！
」
と
心
か
ら
実
感
い
た
だ
け
る
、
持

続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
て
全
力
を
尽
く
す
決

意
で
す
。
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
御
理
解
、
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、「
姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
」
が
今

後
も
ま
す
ま
す
活
発
に
活
動
を
続
け
ら
れ
、
地

域
の
発
展
、
京
都
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

こ
の
界
隈
に
合
っ
た
建
物
の
外
観
に
し
て
い
た
だ
く
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
暮
ら
す
作
法
も
し
っ
か
り
と

共
有
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
誠
に
心
強
い
限
り
で
す 

…

持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
て



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

3 2

姉
小
路
界
隈
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・
意
見
交
換
会
終
了
物
件
一
覧
図

9 月 7 日
俵屋旅館駐車場

9 月 9 日
三上装束店
看板

7 月 20 日  
俵屋画廊と
屋内駐車場改築

6 月 22 日
すづは ( 鈴木美千代様）

5 月 1 日
THE GOOD DAY VELO

9 月 3 日
GMTトレーディング株式会社

8 月 15 日
初音ゆう薬局開業改装

9 月 18 日
宗教法人 浄泉寺

7 月 20 日
梶村秀男邸新築

3 月 31 日
フランス料理 AU DISCO8 月 24 日

KDDI 中継アンテナ

5 月 18 日
簡易宿所
ＦＵＫＵＹＡ　ＨＯＵＳＥ

6 月 13 日
俄本社オフィス改修

3 月 16 日
三井リパーク

6 月 14 日
翁樹庵開業 改装

4 月 20 日
三嶋太郎邸新築

11 月 16 日
東急大阪材木町ホテル（仮称）

2019 年 1 月 18 日
クレ - ムデラクレーム
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保
存
修
理
に
は
、「
こ
れ
が
最
後
」と
い
う
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
何
回
も
何
回
も
修
理
し
て
い
く
、「
永

遠
に
続
く
修
理
」
と
考
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
。
建
て
替
え
と
い
う
選
択
肢
は
な
く
、
後
世
に

伝
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
歴
史
・
文
献
か
ら
調
査
を
充
実
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
リ
ノ
リ
ウ
ム
が
使
わ
れ
て
い
た
ら
、「
こ
れ
は
輸
入
し
た
の
か
？ 

ど
こ

か
ら
輸
入
し
た
の
か
？
」
と
、
イ
ギ
リ
ス
ま
で
問
い
合
わ
せ
る 

─
─ 

そ
う
い
う
、
研
究
を
し
な
が
ら

の
工
事
で
す
。
文
化
庁
監
督
下
で
公
的
資
金
を
使
う
の
で
、
書
類
は
非
常
に
煩
雑
で
す
け
れ
ど
も
、

最
後
に
記
録
が
残
り
ま
す
。
一
般
の
建
築
工
事
か
ら
見
れ
ば
、道
楽
と
も
い
え
る
工
期
と
費
用
を
使
っ

て
い
ま
す
。

私
は
建
築
の
構
造
専
門
で
す
の
で
、
歴
史
に
つ
い
て
は
耳
学
問
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
文
化
財

建
造
物
の
耐
震
診
断
や
改
修
の
多
く
の
業
務
に
、
参
加
を
お
許
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
神
戸
の
地

震
以
降
、
仕
事
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

国
宝
の
約
半
数
が
京
都
・
奈
良
に

文
化
財
建
造
物
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？ 

昭
和
二
十
五
年
に
制
定
さ
れ
た
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
い

た
も
の
で
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
・
国
や
都
道
府
県
、
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
文
化
財
・
登
録

文
化
財
と
い
う
種
類
が
あ
り
、
国
指
定
登
録
文
化
財
よ
り
も
、
市
町
村
指
定
の
方
が
格
上
で
す
。
保

護
法
で
対
象
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
は
、
建
造
物
・
絵
画
・
彫
刻
・
陶
芸
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

建
築
で
は
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
・
重
要
伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

重
要

伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区
は
、
外
観
を
変
え
な
い
も
の
で
、
祇
園
や
産
寧
坂
な
ど
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
指
定
基
準
は
、「
意
匠
的
・
技
術
的
に
優
秀
な
も
の
」「
史
的
・
学
術
的
価
値
の
高
い
も

の
」「
文
化
的
特
徴
を
備
え
る
も
の
」
な
ど
で
す
。

指
定
ま
で
は
、
指
定
候
補
の
選
定
に
始
ま
り
、
文
化
相
か
ら
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
、
答
申
か
ら
官

報
公
布
、
そ
し
て
指
示
書
を
交
付
、
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

文
化
財
建
造
物
に
指
定
さ
れ
た
ら
、
個
人
の
所
有
物
で
あ
っ
て
も
、
国
民
の
宝
で
あ
り
、「
指
定
さ

れ
た
時
点
の
姿
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
後
世
に
伝
え
る
」
と
い
う
感
覚
で
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
自
宅
と
い
え
ど
も
、
照
明
器
具
一つ
で
も
変
更
す
る
場
合
は
、
文
化
庁
へ
現
状
変
更
申
請
し
、

許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
電
球
は
大
丈
夫
で
す
。
指
定
文
化
財
は
、
保
存
修
理
の
際

に
は
、
補
助
金
が
付
き
ま
す
。

現
在
の
建
造
物
の
内
訳
は
、
国
宝
が
二
百
二
十
五
件
二
百
八
十
四
棟
。
重
要
文
化
財
は
、

二
千
二
百
六
十
四
件
四
千
七
百
棟
。
伝
建
地
区
は
、
百
十
八
地
区
。
国
指
定
登
録
有
形
文
化
財
が

一
万
一
千
件 

… 

こ
れ
ら
は
、
次
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
候
補
で
す
。
国
宝
の
約
半
数
が
京
都
・
奈

良
に
あ
り
、
約
七
十
五
％
が
近
畿
二
府
四
県
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

二
百
年
か
ら
四
百
年
の
ス
パ
ン
で
行
う
、
全
解
体

文
化
庁
が
指
定
す
る
研
修
を
修
了
し
た
「
文
化
財
建
造
物
保
存
事
業
主
任
技
術
者
」
が
全
国
に

約
二
百
名
い
て
、
そ
の
半
数
が
「
公
益
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
」
に
所
属
し
て
い

ま
す
が
、
京
都
・
奈
良
・
滋
賀
・
和
歌
山
・
日
光
に
、
は
専
属
の
主
任
技
術
者
が
い
ま
す
。
私
は
、

株
式
会
社  

立
石
構
造
設
計

            

代
表
取
締
役     

立
石  

一

た 

て 

い 

し    

は
じ
め

立
石   

一株
式
会
社
立
石
構
造
設
計  

代
表
取
締
役

昭
和
二
十
一
年
生
。
京
都
大

学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
、

京
都
大
学
大
学
院
修
士
課
程

修
了(

鉄
骨
構
造
講
座)

。

株
式
会
社 

竹
中
工
務
店
・

八
島
建
設
株
式
会
社
・
ク

ラ
レ
不
動
産
株
式
会
社
を
経

て
、
立
石
建
築
事
務
所
開
設
。

大
内
・
立
石
建
築
事
務
所
か

ら
、
株
式
会
社 

立
石
構
造

設
計
を
設
立
し
た
。

温
故
知
新
　
歴
史
に
学
ぶ
「
建
築
」

	
	

─	

保
存
す
べ
き
は
、
支
え
た
生
活
文
化
・
様
式

そ
の
協
会
や
京
都
府
文
化
財
保
護
課
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

保
存
修
理
の
種
類
と
し
て
は
、
ま
ず
「
解
体
修
理
」。
こ
れ
は
、
基
礎
が
見
え
る
ま
で
バ
ラ
し
て
し

ま
い
、
悪
い
と
こ
ろ
を
繕
い
、
取
替
部
材
も
含
め
て
も
う
一
度
組
み
立
て
る
と
い
う
保
存
修
理
工
事
で

す
。「
半
解
体
修
理
」
は
、
柱
な
ど
骨
組
み
を
残
し
て
解
体
。
傷
み
や
す
い
屋
根
か
ら
上
が
ほ
と
ん

ど
な
く
な
る
ほ
ど
、解
体
し
ま
す
。「
部
分
修
理
」は
、建
物
の
一
部
分
だ
け
修
理
す
る
も
の
。
さ
ら
に
、

屋
根
の
吹
き
替
え
や
塗
装 

… 

こ
れ
は
、
漆
や
絵
が
た
く
さ
ん
あ
る
建
物
の
場
合
で
す
。
檜
皮
葺
は

二
十
年
く
ら
い
。
杮
葺
き
は
、
二
十
か
ら
四
十
年
。
茅
葺
き
も
、
二
十
年
。
瓦
葺
は
五
十
年
。
半

解
体
は
、
百
年
か
ら
二
百
年
。
全
解
体
は
、
二
百
年
か
ら
四
百
年
で
行
い
ま
す
。

「
保
存
修
理
に
は
、
建
物
を
通
し
て
、
昔
の
人
と
会
話
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
」

	
	

	
													

─
─	

建
築
構
造
専
門
家
が
携
わ
る
、
文
化
財
の
改
修
・
保
存
と
は
…

2018年 10月4日、姉小路まちカフェで、立石氏の講義を熱心に聞く参加者のみなさん。

物
理
的
な
建
物
だ
け
が
残
っ
て
も
…

保
存
修
理
に
は
、
建
物
を
通
し
て
、
昔
の
人
と
会
話
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
文

化
財
を
守
る
人
た
ち
の
心
構
え
と
誇
り
に
は
、
感
服
し
ま
す
。
し
か
し
、
文
化
庁
の
予
算
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
長
い
歴
史
の
中
で
、
多
く
の
先
人
た
ち
に
よ
っ
て
磨
か
れ
、
洗
練
さ
れ
た
様
式
に
は
安

心
感
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
模
倣
し
て
同
じ
も
の
を
造
れ
と
言
わ
れ
て
も
、
今
の
技
術
で
造
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
材
料
と
職
人
と
が
必
ず
揃
う
は
ず
も
な
く
、「
今
の
セ
ン
ス
が
当
時
を
上
回
る
」
と

い
う
の
は
、
思
い
上
が
り
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

古
代
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
き
た
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
建
築
が
残
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
物
理

的
な
建
物
だ
け
が
残
っ
て
も
、片
手
落
ち
で
し
ょ
う
。
む
し
ろ
私
は
、そ
れ
を
支
え
て
き
た
生
活
文
化
・

生
活
様
式
こ
そ
、
残
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

文化財の屋根の葺き替え

1053 年に建てられた宇治平等院鳳
凰堂も、明治 39 年半解体修理工事、
昭和 4年屋根葺替工事を行い、昭
和 32 年には現状変更を伴う解体修
理工事が施された。
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(

案)(

平
成
29
年
度)

一般会計 (会費収入と補助金 )

特別会計 (上記以外の事業等収入 )

姉小路行灯会会計 (イベント関連 )

姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
決
算
報
告

姉小路界隈を考える会事業報告 (案 )( 平成 30 年度 )

姉小路界隈を考える会事業計画 (案 )( 平成 31 年度 )

姉小路界隈を考える会予算 (案 )( 平成 31 年度 )   

姉小路界隈を考える会決算報告 (案 )( 平成 30 年度 )
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年
の
活
動
ア
ル
バ
ム

2018

2017 年 9 月 6 日 エリアマネジメントシンポで小林先生達と2018 年 8 月 25 日 御手洗内閣官房オリンピック参事官来訪 

2018 年 10 月 4 日 立石一社長より「歴史に学ぶ建築」講演 2018 年 9 月 21 日  京都御池中学校文化祭での行灯展示

2018 年 5 月 18 日  簡易宿舎フクヤハウス意見交換会

2018 年 3 月 12 日  千葉内閣府地方再生推進参事官御来訪

2018 年 6 月 2 日  飯田顧問弁護士一行来訪

2018 年 7 月 6 日  フクヤハウスオーナー、クリスチャン来日

2018 年 8 月 5 日  御池中学生描画行灯の張替え

2018 年 8 月 10 日  京都市まちづくり制度検討会議で提言

2018 年 9 月 19 日  北九州市大廣川祐司教室一行御来訪2018 年 8 月 26 日  道路でのプール遊び（夏恒例）

2018 年 8 月 25 日  京都御池中学校マーチング2018 年 8 月 25 日  中京もえぎ幼稚園児お遊戯

2018 年 8 月 25 日  京都御池中学校ブラスバンド部演奏

2018 年 8 月 25 日  姉小路行灯会「真夏の夜のジャズ」

2018 年 8 月 25 日  京都市長門川大作氏から激励の挨拶
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2018 年１2 月 19 日  名古屋市役所都市景観室久田様来訪 2018 年 12 月 8 日 豊中市永楽荘自治連合会一行来訪

2017 年 11 月 15 日 京大経営管理大学院吉田恭教室来訪

2018 年 11 月 10 日 燃料電池（水素）で緊急電源供給実験 2018 年 11 月 10 日 京都外大南教授

2018 年 10 月 4 日 姉小路界隈 2 簡易宿所市長内覧会

2018 年 11 月 7 日 世界の先進 BID 国ドイツから専門家

2018 年 10 月 27 日 京都造形社会人大学一行来訪

2018 年 11 月 10 日 和田大諷氏と自由な板書で掛軸作り

2018 年 11 月 11 日 恒例のまちなみ展 ( ギャラリー象鯨）

2018 年 12 月 2 日  法政大学杉崎和久教授と学生来訪 2018 年 11 月 16 日 東急「大阪材木町ホテル」意見交換会

2019 年１月 16 日  簡易宿所「ゆるる」を推薦 2019 年 1 月 12 日  トエイ君日本画集 3 作目をタイより持参

2019 年１月 26 日  住環境シンポで表明（東京神楽坂） 2019 年 1 月 18 日 新春「姉小路サロン」開始
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会
の
経
緯
・
歴
史
・
受
賞
歴

1.「第 1 回景観・まちづくりコンクール」優秀賞 京都市・景観まちづくりセンター 1999 年
2.「関西まちづくり賞」 日本都市計画学会関西支部 2002 年
3.「まちづくり功労賞」 国土交通省 2004 年
4.「第 1 回地域住宅計画賞」 地域住宅計画推進協議会 2005 年
5.「日本まちづくり大賞」 日本都市計画家協会 2007 年
6.「歩くまち京都の実現へ大きく寄与」京都市 2011 年
7.「第 5 回地域再生大賞｣　地域再生大賞実行委員会（全国地方紙４４社と共同通信で構成）2015 年
8.「第 10 回国土交通大臣賞」　住宅生産振興財団　「住まいのまちなみコンクール」2015 年
9.  京都景観賞「第 1 回景観づくり活動部門」市長賞 2017 年 3 月

受賞歴

姉
小
路
界
隈
は
京
都
の
都
心
に
あ
っ
て
、
様
々
な
業

種
を
営
む
老
舗
と
小
さ
な
商
店
と
町
家
を
含
む
ご
く

普
通
の
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
、
や
さ
し
い
落
ち
着
い
た
ま

ち
で
、
昔
か
ら
住
の
あ
た
た
か
み
と
職
の
活
気
が
響
き

あ
い
、
育
み
あ
っ
て
栄
え
て
き
た
職
住
共
存
の
ま
ち
で

す
。
そ
ん
な
界
隈
に
お
い
て
、
平
成
７
年
３
月
に
発

生
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
を
契
機
に
、
平
成
７
年

10
月
に
「
姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
」
を
発
足
し
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
」「
姉
小
路
行
灯
会
」「
ま
ち
な
か
を
歩
く

日
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
に
よ
り
、
丁
寧
に

界
隈
の
ま
ち
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
、
維
持
し
て
き
ま
し

た
。
会
の
設
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

計
画
用
地
を
対
象
に
、「
地
域
共
生
土
地
利
用
検
討

会
」
に
取
り
組
み
、
お
そ
ら
く
全
国
で
初
め
て
の
ケ
ー

ス
と
言
え
る
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
ま
ち
づ
く
り
に

よ
る
「
ア
ー
バ
ネ
ッ
ク
ス
三
条
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

平
成
15
年
１
月
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
都
心
界
隈
ま
ち

活
動
経
緯 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
平
成
31
年
２
月
19
日
現
在)

づ
く
り
ネ
ッ
ト
を
設
立
し
、
活
動
範
囲
及
び
取
り
組

み
テ
ー
マ
を
さ
ら
に
広
げ
、活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
４
月
に
は
「
姉
小
路
界
隈
町
式
目(

平
成

版)

」
を
制
定
。
平
成
14
年
７
月
に
は
、
都
心
部
で
94

区
画
、
約
２
ha
に
も
お
よ
ぶ
建
築
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
16
年
度
に
は
京
都
府
下
で
初
め
て

の
街
な
み
環
境
整
備
事
業
に
よ
り
、
京
町
家
再
生
の

事
業
に
も
取
り
組
み
、
10
年
を
か
け
て
、
26
件
の
京
町

家
を
再
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
京
都
の
都
心
部

に
お
い
て
、
絶
え
ず
「
市
民
の
手
に
よ
る
美
し
い
界
隈

づ
く
り
」
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
、
美
し
い
都
心
界
隈
づ
く
り
に
向
け
た
連

続
的
な
会
の
活
動
の
成
果
も
あ
り
、
平
成
15
年
４
月

に
京
都
市
は
「
職
住
共
存
地
区
で
の
新
し
い
建
築
ル
ー

ル
」
を
施
行
し
、
高
さ
等
の
ダ
ウ
ン
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を

実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
景
観
法
の
成
立
を
受
け
、

平
成
19
年
９
月
か
ら
、
新
京
都
市
景
観
政
策
が
実
行

さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
的
都
心
部
に
お
い
て
、
15
ｍ
の
建

築
物
の
高
さ
制
限
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
基

づ
き
、
会
の
活
動
の
基
本
目
標
で
あ
る
『
５
階
以
下
の

中
低
層
の
街
な
み
方
針
』
が
、
法
的
に
も
達
成
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
は
、
風
俗
店
等
の
進
出
を
防
止
す
る
「
姉

小
路
界
わ
い
地
区 

地
区
計
画
」
の
条
例
化
も
実
現
。

平
成
26
年
よ
り
、「
京
都
を
彩
る
建
物(

庭
園)

」
へ

の
市
民
推
薦
を
開
始
し
、
京
都
市
全
域
の
１
割
以
上

で
あ
る
31
件
が
認
定
さ
れ
、｢

姉
小
路
界
隈
ま
ち
あ
る

き
マ
ッ
プ｣

を
製
作
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
３
月
か
ら
は
、「
姉
小
路
界
隈
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
の
事
務
局
を
開
設
し
、
67
件
の
意
見
交

換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

加
え
て
、
人
が
主
役
の
み
ち
づ
く
り
と
し
て
、
い
ず

れ
も
京
都
市
初
と
な
っ
た
路
側
帯
拡
幅
と
街
頭
の
電

球
色
へ
の
変
換
を
実
施
し
、
都
心
界
隈
で
の
景
観
向
上

と
防
災
を
目
的
と
し
た
「
姉
小
路
通
電
線
地
中
化
」

の
要
望
書
を
、
京
都
市
へ
提
出
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
課
題
と
し
て
、
安
心
・
安
全
な
歩
車
共
存

道
路
で
あ
る
ゾ
ー
ン
20
の
実
現
を
目
指
し
、
界
隈
に
用

事
の
な
い
通
過
交
通
の
抑
制
と
速
度
低
減
に
む
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

活動の歩み

1995 年 10 月 　　姉小路界隈を考える会を設立。看板の似合うまちづくりを展開

1995 年 11 月 　　姉小路画廊開設 ( 現在までに 25 回開催 )

1995 年 12 月 　　会報「姉小路界隈」を発行 ( 現在までに 38 号を発行 )

1997 年   8 月 　　姉小路行灯会を開催 ( 毎年夏の姉菊屋町地蔵盆時に開催 )

1998 年   1 月 　　地元、事業者、景観まちづくりセンターで「アーバネックス三条」基本計画策定

1998 年   3 月 　　まちづくり先進事例見学会 ( 大型バスチャーター過去 7 回実施 )

1999 年   1 月 　　Web サイト開設 http://www.aneyakouji.jp/

1999 年   4 月 　　姉小路界隈町式目 ( 平成版 ) 策定 ( 江戸時代からの町式目を基本理念 )

2000 年 11 月 　　「歩いて暮らせるまちづくり」開始、以来 18 年間「まちづくり展」[ 域外車両通行止」

2001 年 11 月 　　御池通京都初の高層マンション建設反対の署名（3000 名）活動

2002 年   7 月 　　姉小路界隈地区建築協定締結 (80 世帯（法人）87 区画の加入。2017 年 2 件追加

2002 年   8 月 　　アーバネックス三条竣工、日本都市計画学会「関西まちづくり賞」

2002 年   8 月 　　京都初の赤く燃えるガス灯設置 ( 内原智史氏デザイン )

2002 年 11 月 　　インターネットでガス灯・イベント生中継 ( 防犯カメラ兼用 ) 開始

2003 年   1 月 　　NPO 法人都心界隈まちづくりネット設立

2004 年   9 月 　　街なみ環境整備事業開始、26 件の京町家再生事業を完成

2006 年   8 月 　　京都御池中学校との協働による行灯製作とブラスバンド演奏を恒例化

2011 年   2 月 　　姉小路通 ( 御幸町〜柳馬場間 ) 路側帯拡幅工事 ( 京都市で初事例 )

2012 年   1 月 　　姉小路通街灯 ( 御幸町通〜柳馬場通間 ) 電球色へ交換

2013 年   2 月 　　姉小路通電線地中化 ( 烏丸通〜寺町通間 ) 要望書提出

2013 年   7 月 　　姉小路界わい地区地区計画都市計画決定 ( 都市計画マスタープランに位置付）

2017 年   3 月 　　警察許可のもと、「ゾーン 20km/h」の速度標識を姉菊屋町内 12 箇所に設置

2017 年   3 月 　　「京都を彩る建物や庭園」に姉小路界隈 31 件の認定を記念してマップを作成

2017 年   4 月 　　文化庁の補助で「ようこそ姉小路界隈へ」を 6 カ国語で web 案内とマップ配布

2018 年   8 月 　　姉小路まちづくり通信百号（地域、もえぎ幼稚園、御池中学 1700 部配布・掲示）

2019 年   2 月 　　地域景観づくり協議会事務局開設（2015.3.31）現在まで 67 件の意見交換会開催

（2019 年 2 月 19 日現在）
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京都の静かなまちなみを残す姉小路通、約 20
年の軌跡。宿泊施設等との共存モデルケースに

ライター／編集者

ちくしともみ 

「姉小路盆地」にマンションの壁がそびえ立つ危機に、住民が立ち上がった
京都市中京区にある、姉

あねやこうじどおり

小路通。「碁盤の目のよう」と表現される京都の通りでも、「田の字地区」と言われる市内中心
部にあり、京都市役所が面している「御池通」の１本南、商店が軒を連ね、たくさんの観光客でにぎわう「三条通」の
一本北にある東西の通りだ。

わりと知られた通りに挟まれていながら、姉小路通には、コンビニエンスストアもなく、分譲マンションもない。落ち着
いた雰囲気の京町家や商店が立ち並んでいる。和建築ではない建物もあるが、それらもまちなみに調和し、静かで、穏
やかな京都のたたずまいを保ち続けている。

もちろんそれは偶然の産物ではない。バブル景気に沸いた 24 年前、このエリアのまちづくりについて、真剣に話し合い、
行動に移した地域住民の努力があってこそ、なのだ。

活動主体となっているのは、1995 年に発足した「姉小路界隈を考える会」。姉小路通の烏丸通と交わる場所から寺町
通と交わる場所までの間 700 メートル、それを中心にした南北 200 メートルを「姉小路界隈」とし、そこに住む人たちが
中心になってまちづくりを進めている。
「姉小路界隈には、老舗も数多く点在していて、通りを歩けば、竹内栖鳳や北大路魯山人、富岡鉄斎など著名人の手に

よる木彫看板を目にすることができます。また、普通の民家のようであっても、茶道具屋さんだったり、呉服屋さんだったり。
特定の顧客を相手にご商売をしている、知る人ぞ知る店もあるんですよ」と、このエリアの歴史を教えてくれたのは、「姉
小路界隈を考える会」の事務局長をしている谷口親平さん（以下「」のコメントは谷口さん）。

谷口さんも、この通りで生まれ育った住人だ。御池通や三条通と比較すると、店舗に混ざって、谷口さんのような一般
の居住者が多いこともこの姉小路界隈の特徴である。
「私は姉小路盆地と呼んでいるんです」。谷口さんが見せてくれた写真は、姉小路通を付近の建物の高層階から撮影し

た写真。瓦屋根の家々の周囲をマンションやビルが囲んでいて、確かに、「盆地」のようだ。こうしてみると姉小路界隈は、
都会の真ん中にぽつんと京都の昔ながらの景色をとどめていることがよくわかる。

( 上）ビルに囲まれた「姉小路盆地」（提供：姉小路界隈を考える会）（下）京都らしい風情を残す姉小路通

まちを守る決意を示した「姉小路町式目（平成版）」と「姉小路界隈地区建築協定」
24 年前、マンション建設の話が持ち上がった当時は、現在のように、景観法も景観条例もなかった。

「11 階建て、高さは 31メートル。容積率 400％の分譲マンションの計画でした。それに住民たちが反対運動をして一時、
計画は白紙に。その後、そのマンションは計画を修正して建設されましたが、そのほかにも、まちに壁がそびえたつような
マンション建設の計画が相次ぎました」

放っておいたら、大変なことになる。
その危機感が地域住民の目をまちづくりに向けさせた。こうしてできたのが「姉小路町式目（平成版）」（2000 年）であり、

「姉小路界隈地区建築協定」（2002 年）だ。
「式目というのは、ご近所同士、こんなふうに暮らしましょうとか、年配者には忠誠をつくしましょうとか、そういう生活の

基本的なことを決めていたもの。京都以外の地域にも昔からあって、珍しいものではないのですが、姉小路通にある旧家
に、江戸時代の式目が残っていたんです。それを、今の時代に合うように、平成版としてつくろうということになりました」。

姉小路界隈が大切に育んできた「居住」と「なりわい」と「文化性」のバランス、そのバランスの維
持を意識しながら発展するよう、地域の人が協力してまちを支えましょう。
姉小路界隈は住み続け、なりわいを表出するまちとして、その界隈性を守り育む「人」や「なりわい」
を受け入れ、支えましょう。
姉小路界隈は、なりわいの活気と住むことの静けさが共存する、落ち着いた風情のまちです。この環
境や風情を大切に、その維持に努めましょう。
生活やなりわいの身丈に合った、姉小路界隈の低中層の町並みを維持しましょう。
姉小路界隈は、まちへの気遣いと配慮を共有したまちです。周囲 ( まち ) との調和を了解しながら、
それぞれの個性を表現していきましょう。
姉小路界隈の通りは、地域の人に「もてなしの心」を表現する場として認識され親しまれてきました。
その思いを継承し、より心楽しい美しい通りになるよう努めましょう。

1,

2.

3.

4.
5.

6.

姉小路通に掲げられている「姉小路式目（平成版）」は下記の 6 項目である。
住民がまちへの想いを文章化したのが式目なら、建築に関する具体的な指針を示したのがその 2 年後に 99 軒の住民

で結んだ「姉小路界隈地区建築協定」だ。
これには、姉小路界隈に建築できない建物の用途や高さが定めてあり、例えば、「キャバレー、ナイトクラブ、バー、ダ

ンスホールその他これらに類するもの」「日用品を販売する店舗（営業時間が午前 7 時から午後 10 時までのものは除く）」
などの建築を制限し、「建築物の地上階数を５以下とし、地盤から 18 メートルを超えない」ようにと、高さを制限した。

この協定は、いわばその 99 軒が同じ意識を共有していることを確認したものだ。協定を締結していない人が協定に反
する建築物を建てようとしても、それを阻止することはできない。だがその意義は大きいと谷口さんはいう。「『自分たちの
まちは、自分たちで守ろう』という決意の表れだと思います」

さらに 2013 年、京都市の条例により「姉小路界隈地区計画」が定められ、建築協定の内容の一部は強制力を持つこと
となり、また適用されるエリアも拡大された。姉小路界隈の景観を保持していくことに確かな根拠が得られたのだ。

姉小路界隈の掲示には、「姉小路界隈建築協定区域」であること
を示す、「姉小路式目」の紹介も
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10 年をかけて26軒の外観を改修。より風情あるまちなみに

また、現在の姉小路界隈の景観を作り上げるのに、大きな役割を果たしたのが、平成 16 年から行われた国土交通省の「街
なみ環境整備事業」。

国と市から１/ ３ずつの支援を受けて、事業で定めたルールに沿いながら、家の外観をまちなみにあうように改修するこ
とができる。京都府下ではじめてこの事業に取り組んだのが姉小路界隈だ。

京町家と調和したまちなみとするために、壁面の色を工夫したり、エアコンの室外機に目隠しをしたり。施主である住人
と相談して、それぞれの家の現状に合わせて改修のシミュレーションを行い、10 年をかけて 26 軒を改修。これらの家を
含めた 32 軒は、市民が後世に残したいと思う建物や庭園を選定する「京都を彩る建物や庭園」にも選定された。
「『街なみ環境整備事業』は、国や市の支援があると言っても、個人でもかなりの負担をしなくてはなりません。それでも、

まちのために協力してくれた。まちなみというのは、1 軒だけ立派な家があってもダメで、連続しているということが大切だ
と思うんです。姉小路通をよくしたいというみんなの気持ちのおかげです」

多言語のリーフレットや事前の意見交換。信頼し合う努力を地域からも
バブル期のマンションラッシュに危機感を抱いて始まった姉小路界隈の活動だが、ここ数年、京都でラッシュなのは宿

泊施設の建設だ。通りを少し歩くだけで、いくつもの建設工事中のホテルに出合う。姉小路界隈ももちろん例外ではない。
2017 年には 2 軒の簡易宿所が開業している。この変化に、姉小路界隈はどう対応しているのだろう？
「新しくやってくる人たちは別に敵ではありませんよね。お互い信頼できる関係を築くことができると思うんです。『私たち

はこういうまちづくりをしています』ということを、ちゃんと伝える。だから、夜遅くに出歩くとか、騒ぐとかしてほしくない
んだという、私たちの気持ちを伝えなくてはならない。もちろん、何か困ったことがあったら助けるよということも」

姉小路界隈の魅力を紹介した「ようこそ姉小路界隈へ」というリーフレットは、姉小路界隈の木彫看板といった見どころ

ほか、まちづくりのビジョンや風情を保つために気を付けてほしいことも書かれている。しかも、日本語だけでなく、英語、
中国語、韓国語、トルコ語、ロシア語…と多言語で用意され、旅行者に見てもらえるように宿泊施設に配布しているのだと
いう。「知ってもらう努力」を積極的に行っているのだ。

そして、「信頼関係を築く」ことにつながっているのが、「地域景観づくり協議会制度」による意見交換の実施だ。「地域
景観づくり協議会制度」は、姉小路界隈を含めて 10 の地区で実施されているものだった。
「京都市市街地景観整備条例」に基づく建築物の新築・増改築、外観・外構の変更、広告物・工作物の設置、土地形

状の変更など、その他景観に影響を与える行為を行う場合や、地区内において、新たに営業行為、または業種変更を行
う場合に、実施者が当該地区のまちづくり協議会と意見交換をすることを義務付けていて、姉小路界隈は「姉小路界隈ま
ちづくり協議会」を発足し、2015 年 3 月からこの制度を取り入れている。

宿泊施設をはじめ、あらゆる店舗の出店、改装だけでなく、アンテナの設置や看板の設置、個人宅の新築や増改築まで、
工事規模の大小にかかわらず、施主は地域と意見交換会を行わなければならない。この場で、お互いの要望や取り組み
を話し合うことができるのだ。姉小路界隈では、2018 年 11 月時点ですでに 65 の案件について意見交換会が実施されて
きた。住民は、こういう動きがあるということを、工事着手前にきちんと知ることができ、知らないことによる不安を抱かず
に済むのだ。

自分たちの考えをきちんと知らせ、相手と話し合う機会を持つ。こうした姉小路界隈の宿泊施設との関わり方は、同じ課
題を抱えるほかのエリアにも参考になるのではないだろうか。

「まちづくりの課題は時代によって変わっていくんです」と谷口さん。これからの課題には交通問題をあげる。「高齢者も子どもも、
誰でも姉小路界隈を楽しめるように」と「ゾーン 20」の看板設置を行った。

住人の地元愛と、魅力ある人を呼びこむ吸引力でファンを増やす

「街なみ環境整備事業」で改修された建物。上下共に左が改修前、右が改修後（提供：姉小路界隈を考える会）
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ま
ち
づ
く
り
通
信	

百
号
の
歩
み

「
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
様
子
を
わ
か
り
や
す
く
掲
示
し

て
み
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
中
京
酒
販
売
組
合
敷
地
内
の
当
会

掲
示
板
に
発
表
し
た
の
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
で
し

た
。
以
来
、
平
成
三
十
年
二
月
ま
で
、
一
度
も
欠
か
す

こ
と
な
く
情
報
発
信
を
継
続
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
正
月
は
お
だ
や
か
な
日
和
で
し
た
が
、
平
成

最
後
の
年
を
迎
え
、
時
代
に
一つ
の
区
切
を
つ
け
る
節
目

と
な
り
ま
し
た
。
平
た
く
和
や
か
に
暮
ら
せ
て
こ
れ
た

事
に
、
ま
ず
は
感
謝
し
た
く
思
い
ま
す
。

「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

「
平
和
に
成
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
毎
日
、
毎
日
の
た

ゆ
ま
な
い
成
果
の
連
続
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
姉
小
路

界
隈
の
八
年
四
カ
月
の
歴
史
を
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
願
っ
て
、
編
集
し
た
成
果
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
活
動
と
は
、
何
を
ど
う
行
動
し
て
い
る
の

か
？
当
会
の
設
立
以
来
、「
誰
の
目
に
も
わ
か
り
や
す
く
、

だ
れ
の
目
に
も
成
果
が
わ
か
る
活
動
を
継
続
」
さ
せ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
掲
載
内
容
を
項
目
別
に
整
理

し
て
み
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

に
分
類
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ご
関
心
の
あ
る
方
に
は
、
項
目
別
に
経
時

的
進
展
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
工
夫
し
て
み

ま
し
た
。

活
動
案
内
と
報
告
の
た
め
、
読
者
の
ご
意
見
で
以
下

の
よ
う
な
改
良
を
重
ね
、
欠
か
す
こ
と
な
く
百
号
と
相

成
り
ま
し
た
。

（左上）「ゾーン 20」の看板（右上）走行方向を示した自転車専用の通路帯
（右下）1997 年に復活した「姉小路行灯会」。姉小路通が幻想的な雰囲気に（提供：姉小路界隈を考える会）（左下）「姉小路界隈を考える会」の事務局長・谷口親平さん

「人と車が混ざり合っているところでは、車は時速 20 キロ以下で走ろうという『ゾーン 20』という取り組みがヨーロッパでは言わ
れています。それを姉小路界隈でも取り入れようと、警察との協議を重ねて、ようやくオリジナルの標識をつけることができました。
そのほか、道路のレーンマークを塗り直してもらって、車道を 3.8 メートルから 3 メートルに狭めて歩行空間を拡げました。走行方
向を示した自転車専用の通行帯を設けたりもしています。地域と行政が一年がかりで協議して、京都市内で初のモデルとなったもの
です」と谷口さん。

守るべきところは守り、変わるべきところは変化して、よりよい将来を住人の手でつくりだしているようだ。
「ここで生活していく住人が、自分の地域に愛着を持っているから努力をしてくれる。もちろんそれも大切。加えて、いいアイデア

や人を引っ張り込む吸引力も大切。新しいセンス、経済力、実行力も活用して、姉小路界隈のファンを増やしたい」
京都らしい伝統を愛する価値観と、新しい事柄への柔軟性。そしてわがまちを愛する心。市街地の静かなまちなみに、そんな京

都人の想いが表れている。

https://www.homes.co.jp/cont/press/reform/reform_00780/

八
年
四
ヶ
月
間
、
当
界
隈
内
で
も
様
々
な
出
来
事
が

あ
り
、
ご
近
所
の
耳
よ
り
の
お
話
し
も
含
め
た
歴
史
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://aneyakouji.jp/m

em
bers/

archives/index.htm
l 

に
掲
載
の 

ア
ー
カ
イ
ブ
で
、
全

て
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

百
号
以
降
の
対
応
は
、
現
在
、
関
係
者
と
協
議
し
て

お
り
ま
す
。
今
般
、
一
応
の
節
目
に
当
た
り
、
長
い
お

付
き
合
い
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

①
地
区
計
画

②
地
域
景
観
づ
く
り
協
議
会

③
意
見
交
換
会

④
交
通
安
全
・
標
識

⑤
建
築
協
定

⑥
街
な
み
環
境
整
備
事
業

⑦
イ
ベ
ン
ト
案
内
と
報
告

⑧
ご
近
所
ニ
ュ
ー
ス

⑨
ま
ち
づ
く
り
活
動
成
果
等
と
受
賞

⑩
見
学
等
の
来
訪
者
紹
介

⑪
月
例
会
議
報
告

当
初
の
「
三
記
事
・
横
書
・
千
三
百
字
」
を
「
四
記
事
・

縦
書
・
千
字
」
に

当
初
の
「
白
黒
コ
ピ
ー
」
か
ら
「
カ
ラ
ー
印
刷
」
に

壁
新
聞
と
し
て
、
掲
示
場
所
を
十
箇
所
に
拡
大

当
初
の
百
二
十
部
か
ら
千
七
百
部
ま
で
増
刷
し
、

当
界
隈
だ
け
で
な
く
、
中
京
も
え
ぎ
幼
稚
園
・
京

都
御
池
中
学
校
全
生
徒
を
通
じ
て
の
配
布
範
囲
の

拡
大
等
、
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

①②③④

事
務
局
一
同 
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創
刊

234増 15678910111213141516増 21718192021222324

25262728増 3293031323334353637383940414243444546474849

2627282930313233343536373839404142434445464748495051

5253545556575859606162636465666768697071727374757677

5051525354555657585960616263646566676869707172737475

767778798081828384858687888990919293949596979899100

分
類
番
号
に
つ
い
て

①
地
区
計
画 

②
地
域
景
観
づ
く
り
協
議
会 

③
意
見
交
換
会 

④
交
通
安
全
・
標
識 

⑤
建
築
協
定 

⑥
整
備
事
業 

⑦
イ
ベ
ン
ト
案
内
・
報
告 

⑧
ご
近
所
ニ
ュ
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成
果
完
成
・
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賞 

⑩
来
訪
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⑪
月
例
会
議 

78798081828384858687888990919293949596979899100101102103

104105106107108109110111112113114115116117118119120121122123124125126127128

⑦
総
会
と
亀
末
講
演
会

⑦
総
会
報
告

⑦
行
灯
会
案
内

⑦
行
灯
会
協
賛
お
願
い

⑦
行
灯
会
報
告
増
刊
号

⑦
行
灯
会
御
礼
報
告

⑦
藤
田
輝
二
作
品
展

⑥
街
な
み
整
備
事
業
報
告

⑥
街
な
み
整
備
事
業
報
告

⑥
街
な
み
整
備
事
業
報
告

⑥
街
な
み
整
備
事
業
報
告

⑥
街
な
み
整
備
事
業
報
告

⑥
街
な
み
整
備
事
業
報
告

⑥
街
な
み
整
備
事
業
報
告

⑦
熊
川
見
学
会

⑤
建
築
協
定
鳥
本
氏
加
入

⑦
行
灯
会
案
内

⑦
行
灯
会
報
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刊
号

⑦
行
灯
会
報
告

⑦
ま
ち
な
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歩
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日
案
内

⑨
京
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長
表
彰
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街
な
み
整
備
事
業
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告

⑥
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な
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整
備
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⑥
街
な
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整
備
事
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⑥
街
な
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整
備
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⑦
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追
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踏
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⑦
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月
例
会
議
報
告

⑩
天
橋
立
来
訪

⑤
建
築
協
定
紹
介

⑦
景
観
市
民
会
議

⑥
街
な
み
整
備
事
業
終
了

⑨
修
景
事
例
集
完
成

⑩
ま
い
ま
い
京
都
来
訪

⑧
藤
本
雄
一
氏
訃
報

⑪
月
例
会
議
報
告

⑧
近
隣
か
ら
落
下
物

⑨
屋
外
広
告
物
報
告
書
完
成

⑪
月
例
会
議
報
告

⑧
青
木
邸
登
録
文
化
財

⑨
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
進
呈

⑨
国
土
交
通
大
臣
賞
決
定

⑤
建
築
協
定
追
加
案
内

②
ま
ち
づ
く
り
事
務
局
開
設

②
認
定
通
知
書
受
理

③
意
見
交
換
会
丸
山
氏

⑩
タ
イ
学
生
来
訪

③
Ｍ
マ
ン
ショ
ン
意
見
交
換
会

⑪
月
例
会
議
報
告

⑤
森
口
さ
ん
建
築
協
定
加
入

⑤
俵
屋
建
築
協
定
追
加
加
入

⑦
ま
ち
な
か
歩
く
日
報
告

⑩
勝
山
来
訪

⑪
月
例
会
議
報
告

①
界
隈
区
域
と
元
学
区

④
交
通
事
故
防
止
皆
の
願
い

④
標
識
設
置
完
了

④
交
通
実
態
調
査
始
る

②
静
か
で
品
格
あ
る
営
業
を

⑧
先
斗
町
火
災
か
ら
学
ぶ

③
意
見
交
換
報
告
バ
バ
グ
リ
ー

④
交
通
事
情
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

⑦
ま
ち
な
か
歩
く
日
案
内

⑦
ま
ち
な
か
歩
く
日
報
告

⑦
地
域
景
観
づ
く
り
シ
ン
ポ

⑨
京
都
彩
る
マ
ッ
プ
作
成

①
界
隈
の
区
域
説
明

⑨
景
観
賞
市
長
賞

⑨
よ
う
こ
そ
マ
ッ
プ
完
成

⑩
森
財
団
小
林
重
敬
理
事
長

⑤
建
築
協
定
追
加
入
95
区
画

⑦
行
灯
会
の
ご
案
内

⑦
行
灯
会
の
報
告
と
お
礼

⑦
ま
ち
な
か
歩
く
日
案
内

⑧
国
際
交
流
サ
ロ
ン
誕
生

⑩
全
羅
南
道
蘇
州
視
察
団

⑨
新
年
干
支
掛
軸
完
成

②
ま
ち
協
議
会
丸
３
年

③
ツ
ヴ
ィ
リ
ン
グ
意
見
交
換
会

⑦
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
勉
強
会

⑧
姉
菊
町
内
会
と
の
協
力

③
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
意
見
交
換
会

⑩
都
景
観
ツ
ア
一
行
来
訪

⑦
行
灯
会
案
内

⑦
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
景
観
ス
タ
デ
ィ
案
内

⑦
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
会
議

⑦
ま
ち
作
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
報
告

⑥
街
な
み
整
備
事
業
報
告

⑥
街
な
み
整
備
事
業
報
告

⑦
耐
震
防
火
調
査
報
告
会

⑦
花
と
緑
で
も
て
な
す　

⑦
ま
ち
な
か
歩
く
日

⑩
吉
野
山
ま
ち
づ
く
り
来
訪

⑧
ｋ-

ｙ
ａ
開
店
挨
拶

⑨
色
彩
調
査

④
路
側
帯
拡
幅
記
念
行
事

⑦
防
災
ま
ち
づ
く
り
見
学
会

⑩
神
奈
川
寒
川
中
学
来
訪

⑨
「
姉
小
路
行
灯
会
」
商
登
録

⑧
鳥
本
氏
紹
介

⑦
歩
い
て
推
進
会
議
報
告

⑧
新
風
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

⑩
埼
玉
市
会
議
員
来
訪

⑩
市
立
芸
大
藤
本
先
生
提
案

⑨
防
災
文
化
遺
産
調
査

⑨
Ｌ
Ｅ
Ｄ
行
灯
試
作
点
灯

⑩
全
国
女
性
建
築
士
来
訪

⑦
町
家
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑩
韓
国
視
察
団
来
訪

⑪
月
例
会
議
報
告

①
地
区
計
画
要
望
書
提
出

⑩
沖
縄
都
市
計
画
来
訪

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑨
景
観
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

⑪
月
例
会
議
報
告

⑩
大
阪
女
性
建
築
士
来
訪

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

①
地
区
計
画
決
定
の
予
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑦
行
灯
会
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑦
ま
ち
な
か
歩
く
日
案
内

⑦
ま
ち
な
か
歩
く
日
報
告

⑩
韓
国
放
送
局
来
訪

⑨
京
都
彩
る
建
物
応
募

⑥
街
な
み
整
備
事
業

⑩
韓
国
来
訪

⑦
京
都
市
芸
大
再
調
査

②
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
認
定
式

⑤
高
谷
氏
建
築
協
定
追
加
入

⑦
行
灯
会
案
内

⑩
韓
国
来
訪

⑪
月
例
会
議
報
告

④
交
通
事
故
発
生

⑦
ま
ち
な
か
歩
く
日
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑩
静
岡
大
学
付
属
中
学
来
訪

⑧
界
隈
情
報

⑦
台
湾
と
の
交
流

⑪
月
例
会
議
報
告

⑨
国
土
交
通
大
臣
受
賞
式

③
フ
レ
ン
チ
意
見
交
換
会

⑦
行
灯
会
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

③
田
中
ガ
レ
ー
ジ
意
見
交
換
会

⑩
三
重
県
会
議
員
来
訪

⑪
月
例
会
議
報
告

③
意
見
交
換
報
告
赤
階
段

⑪
月
例
会
議
報
告

⑨
姉
菊
屋
町
は
界
隈
の
中
心

⑦
餅
つ
き
と
総
会

⑩
近
畿
都
市
美
研
究
会
来
訪

③
意
見
交
換
報
告

③
意
見
交
換
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑩
先
斗
町
協
議
会
来
訪

⑧
迷
惑
駐
輪
は
法
律
違
反

⑨
京
都
景
観
賞
二
次
審
査

⑦
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
シ
ン
ポ

⑨
界
隈
水
彩
画
集
完
成

⑨
ま
ち
あ
る
き
マ
ッ
プ
完
成

⑩
地
域
問
題
研
究
所
来
訪

③
意
見
交
換
報
告
の
報
告

⑦
住
い
ま
ち
な
み
コ
ン
ク
ー
ル

⑧
俵
屋
旅
館
一
部
改
装

⑦
通
の
イ
ベ
ン
ト
報
告

③
意
見
交
換
報
告
の
報
告

⑦
ま
ち
な
か
歩
く
日
の
詳
細

⑦
ま
ち
な
か
歩
く
日
の
報
告

⑩
タ
イ
視
察
団
受
け
入
れ

⑤
建
築
協
定
加
入
最
新
情
報

②
景
観
づ
く
り
協
議
会
丸
３
年

③
意
見
交
換
報
告
の
報
告

③
フ
レ
ン
チ
レ
ス
意
見
交
換
会

⑦
景
観
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

⑨
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
協
定
書

⑨
百
号
達
成
と
今
後
の
対
応

⑦
京
芸
大
藤
本
先
生
講
評
会

⑥
街
な
み
整
備
事
業
砂
川
邸

⑦
耐
震
調
査

⑧
ペ
ー
パ
ー
ム
ー
ン
開
店

④
お
も
て
な
し
の
み
ち
づ
く
り

⑦
灯
り
で
も
て
な
す　

⑧
旧
山
本
宅
解
体

⑧
ｗ
ｅ
ｂ
開
設
12
年
防
犯
カ
メ
ラ

④
路
側
線
変
更
工
事

④
路
側
線
変
更
工
事
記
念
式

⑧
よ
ろ
ず
や
琉
開
店

⑧
旧
山
本
邸
の
所
有
者
紹
介

⑤
建
築
協
定
追
加
加
入
案
内

⑦
街
角
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
決
る

①
地
区
計
画
の
意
見
募
集

①
地
区
計
画
説
明
会
報
告

①
地
区
計
画
に
向
け
の
会
合

⑧
梶
村
秀
男
氏NHK

出
演

①
地
区
計
画
実
現
に
向
け

①
地
区
計
画
実
現
に
向
け

①
地
区
計
画
実
現
に
向
け

①
地
区
計
画
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

①
地
区
計
画
実
現
に
向
け

⑦
富
田
林
見
学
会
総
会
案
内

⑦
富
田
林
見
学
会
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑦
行
灯
会
案
内

⑦
行
灯
会
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑦
ま
ち
な
か
歩
く
日
案
内

⑩
韓
国
来
訪

⑨
補
助
金
報
告(

街
灯
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ)

⑪
月
例
会
議
報
告

⑧
ペ
コ
ラ
新
装
開
店

⑪
月
例
会
議
報
告

①
地
区
計
画
原
案
市
の
説
明

⑧
防
犯
カ
メ
ラ
要
望
書
提
出

⑨
俳
句
32
句
完
成

⑦
行
灯
会
案
内

⑩
韓
国
来
訪

⑥
街
な
み
整
備
事
業
報
告

⑩
韓
国
来
訪

⑥
街
な
み
整
備
事
業

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

②
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

⑪
月
例
会
議
報
告

⑧
西
村
時
枝
氏
黄
綬
褒
章

⑩
静
岡
末
広
中
学
来
訪

⑧
京
都
大
学
総
長
誕
生

⑪
月
例
会
議
報
告

④
自
転
車
マ
ナ
ー
教
室

⑦
ま
ち
な
か
歩
く
日
案
内

⑪
月
例
会
議
報
告

⑦
博
学
社
シ
ン
ポ

⑦
博
学
社
シ
ン
ポ
報
告

⑨
地
域
再
生
大
賞
受
賞

⑪
月
例
会
議
報
告

⑦
餅
つ
き
と
総
会

⑦
三
条
ま
ち
カ
フ
ェ
で
勉
強
会

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

③
本
田
亭
意
見
交
換
会

④
自
転
車
マ
ナ
ー
教
室

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑦
20
周
年
記
念
シ
ン
ポ
案
内

⑦
博
学
社
シ
ン
ポ
報
告

⑨
京
都
市
交
通
局
か
ら
感
謝
状

⑪
月
例
会
議
報
告

④
時
速
20
キ
ロ
守
り
ま
し
ょ
う

③
意
見
交
換
ス
ペ
イ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑦
行
灯
会
報
告

⑩
名
古
屋
円
頓
寺
商
店
街
来
訪

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑩
京
大
生
御
手
洗
教
授
来
訪

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

③
平
28
度
12
件
意
見
交
換
会

③
意
見
交
換
報
告
の
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

③
意
見
交
換
報
告
の
報
告

⑧
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
弁
当
販
売

⑩
大
垣
市
東
中
学
教
員
来
訪

⑪
月
例
会
議
報
告

③
意
見
交
換
報
告
の
報
告

③
意
見
交
換
報
告
の
報
告

③
意
見
交
換
報
告
の
報
告

⑦
景
観
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

⑧
購
読
料
納
入
の
お
願
い

⑨
報
告
書
37
号
完
成
と
改
善

③
三
嶋
邸
住
宅
意
見
交
換
会

③
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
意
見
交
換
会

③
俄
本
社
ビ
ル
意
見
交
換
会

③
意
見
交
換
会
３
件

　

  

⑨
中
京
区
助
成
金

　　
⑦
京
都
彩
る
餅
つ
き
と
総
会

⑦
総
会
酒
販
売
組
合
に
て

⑪
月
例
会
議
報
告

⑦
行
灯
会
報
告

②
意
見
交
換
会
義
務
化

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

③
意
見
交
換
会
報
告

⑦
お
ば
ん
ざ
い
の
会
開
催

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

④
交
通
安
全
教
室
案
内

⑤
深
夜
営
業
時
間
定
義

②
景
観
づ
く
り
協
議
会
制
度

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

⑪
月
例
会
議
報
告

号
数

タ
イ
ト
ル

ペ
ー
ジ
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京
の
街
角  

姉
小
路
界
隈

姉
小
路
ま
ち
づ
く
り
通
信

ヨ
リ

平成二十三年一月・第九号

謹賀新年のご挨拶

姉小路界隈における街なみ環境整備事業は今年でいよいよ8 年目を迎えることとなりますが、年度末までに 13 件目の
物件が工事を完了する予定となっております。砂川邸 (11 件目 )、岩野邸 (12 件目 ) に続き今年度 3 件目となる井山邸
の姉小路通り側の改築デザインがこのほど確定しました。

井山邸・姉小路側外観整備計画(案)

1. 街なみ環境整備事業の進歩状況のご報告

もう昨年の話となりましたが、先日 12 月 15 日の水曜日に、奈良県吉野郡吉野町より、吉野山まちづくり協議会の御
一行様が、姉小路界隈を視察する為に来訪されました。古澤登協議会会長を筆頭とした総勢 10 名の方々には、わざわ

吉野山まちづくり協議会の御一行様

2. 奈良県吉野山まちづくり協議会の視察報告

1995 年に発足した「姉小路界隈を考える会」は、1999 年 4月の「姉小路界隈町式目 ( 平成版 )」の制定に先駆けて、

「ガス灯」の生中継(写真提供:読売新聞)

3. ウェブサイト開設12年目の正月を迎えました

新年あけましておめでとうございます。旧年中は、何かとご支援・ご協力を賜りましたことをまずは
心より御礼申し上げます。
昨年5月に創刊致しました「姉小路まちづくり通信」ですが、無事に年を越すことができまして、ほっ

としております。住みごこちのよい界隈づくりを目指して様々な活動を行い、発信し、そしてこれからも
界隈の皆様のご協力の下に継続させて戴くことをまずは感謝致します。
今月も定例会を18日(火曜日)の19時より中京酒販組合の3階会議室にて開催致します。ご町内の
皆様も是非参加をお願い致します。 (会長:市古和弘)

井山家は関が原の合戦が終わった寛永三年 (1630) よりこの地に
居を構えておられます。現在の屋敷は築 140 年余で姉小路通と富小
路通の角地に位置している為、景観的にみても改修効果の大きい建
物となっております。昨年度の富小路通り側の改修に続き、今年度
は姉小路通り側でも改修事業にご協力戴けることになりました。現在、
京都市に事業の申請中で、今年度内には完成を予定しております。
改修間口が広い為、景観整備の効果が大いに期待されます。

ざ遠い所から足を運んで戴きましたことを感謝致します。
吉野山は関西一の桜の名所として誰もが知っている、と同時に古
事記や日本書紀時代からの歴史を有する由緒正しき地域です。協議
会は世界遺産に相応しいまちづくりを目指し、吉野山らしい眺望景観
やまちなみを残す為のルール作りなど、これまでも様々な活動を行っ
てきたとお聞きしております。今回の訪問を契機として、姉小路界隈
とも協同することが出来れば、双方のまちづくりが発展できる可能性
があると願っています。とても有意義な交流の一日になったと考えて
おります。

同年 1 月 17 日よりホームページを開設しております。以来、新年と
ともに 12 年目を迎えることとなりました。また 2002 年 11 月 13 日
からは、まちづくりのシンボルである「ガス灯」及び付近を生中継す
る設備を追加し、防犯的なライブカメラの機能も有しています。
当会のウェブサイトは、外部専門家の協力で毎月コンテンツを更新

し、姉小路ブランドのレベルアップを目指しております。直近の更新
では、藤田輝二画伯による「葦ペンで描く姉小路界隈 31 景」が見ご
たえあります。また平野豆腐店のご子息であられる平野勇治君のバリ
トンをユーチューブで味わうことも可能です。2011 年もいろいろと頑
張って参りますので、関係各位の皆様には是非ご理解とご支援を賜り
たいと考えております。また本年も宜しくお願い申し上げます。
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行灯会の御報告と御礼

今年の行灯会は残念ながら雨に見舞われましたが、本年も、京都御池中学校ブラスバンド部のパレ ードと吹奏楽演
奏で幕を開け、京都市長の門川大作氏から、まちづくりへの激励の祝辞を戴きました。 続いて、中京もえぎ幼稚園児が「中
京もえぎ音頭」を、道いっぱいにお遊戯。日没後は、雨が勢いを増したにもかかわらず、姉小路のデュオ ─ ソプラノ
石川貴子・バリトン平野勇治のご両人による和洋のうたごえに、聴き惚れるひとときでした。
姉小路通の灯りで皆様をおもてなしし始めて、今年で 15 年目。本年は、雨で消えてしまったものもありましたが、烏
丸通から寺町通までの 678mを、600 基の行灯で飾りました。行灯は、中京もえぎ幼稚園児作の 80 画、京都御池中
学 7年生の 177 画を、新たに張り替えています。
この行灯のローソクは、お楽しみ抽選券付の 1 本 200 円で、今年も多くの方々にお買い上げ戴きました。横綱賞の
賞品である「三嶋亭すき焼きペアーチケット」は、姉菊屋町の森口治美さんが当選されました。2632 本のローソクを

姉小路界隈を考える会会長・市古和弘氏

1. 姉小路行灯会の御報告と御礼

ご協力感謝致します。

       また来年も頑張ります

(事務局長 : 谷口親平)

お買い上げいただきました方々には、厚く御礼申し上げます。また、
例年通り年次報告書と Web サイトにて会計報告を致しますので、
どうか宜しくお願い致します。
163 品の賞品をご提供戴きました 45 軒の協力者様 ( 店舗名等
は期間中に会場にて掲示 )、テント等会場設営にご協力戴いた公
益社様のご厚意について、ここで改めて皆様に報告し、謝意を表
します。
そして、何よりもお騒がせしましたご町内各位、及び参加者の
皆様、ご支援戴きました方々に、お礼を申し上げたいと思います。

京都御池中学校ブラスバンド部演奏 中京もえぎ幼稚園児のお遊戯

京都市長門川大作氏の祝辞 姉小路のデュオ(石川貴子さんと平野勇治氏)
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姉小路行灯会のご案内

姉小路界隈では、昨年度に「姉小路界隈を考える会」を発起人として立ち上げた「姉小路界隈まちづくり協議会」
を主体として、「地区計画制度」の導入を進めています。その過程として、「『暮らし』と『なりわい』と『文化』のバ
ランスを大切に育むまち・姉小路界隈」の実現を目指した、「姉小路界隈まちづくりビジョン」の策定を、本年 3 月に
完了致しました。

まちづくりビジョン等説明会の様子

1. 「姉小路界隈まちづくりビジョン」等説明会の開催ご報告

そこで、姉小路界隈及び近隣の皆様に対しての「姉小路界隈ま
ちづくりビジョン」等説明会を、平成 24 年 6 月 30 日 ( 土 )19
時より柳池自治会館で開催し、お越しいただいた 20 名の参加者
全員からご賛同を戴きましたことを、ここにご報告致します。
このまちづくりビジョンの実現に向け、今後も、姉小路界隈の
落ち着いた風情を守るための「地区計画」を策定するとともに、
姉小路界隈の景観を保全・創出する為、京都市の「地域景観づ
くり協議会」認定制度を活用した、よりよい景観形成を目指して
いきます。

7月の協議会月例会議は、平成 24年 7月20日第 3金曜日の19時より、中京酒販売組合会議室で開催致しました。
今回は、以下の4つの議題についての報告がありました。

まちづくり協議会7月会合の様子

2. 姉小路界隈まちづくり協議会 7月会議のご報告

まず1番目に、まちづくりビジョン冊子制作の進捗状況について、(公
財 ) 京都市景観まちづくりセンターの杉崎氏よりご説明を頂戴しまし
えた。次いで「姉小路界隈地域景観づくり協議会」の認定メリットに
ついて、京都市景観政策課の岡田係長の説明を受けました。
また、3 番目に「姉小路界隈の『色彩・デザイン』関連作業」に
ついての中間報告が、京都市芸術大学藤本英子先生より。4番目に、
「姉小路界隈の防災文化遺産調査」についての中間報告がKARTH(関
西木造住文化研究会 )の田村佳英様よりありました。

毎年恒例となった「姉小路行灯会」は、今年で 16 回目を迎えます。これまで多くの方々の協力を戴きながら、姉小
路ブランドの核として着 と々成長してきたことは誠に喜ばしい限りでございます。
今年も8 月 25 日 ( 土曜日 ) 夕刻より、京都御池中学校ブラスバンド部のマーチングを皮切りに、中京もえぎ幼稚園
児の中京もえぎ音頭が華を沿え、18 時には、同中学 7 年生と、同幼稚園児の描画及びご町内の藤井八重さん作の貼
り絵を張った、600 もの行灯が灯ります。是非、ご鑑賞下さい。只今、行灯のローソクを「豪華グルメチケット等多数
が当たる抽選付き」で、1 本 200 円で販売しております。これは、まちづくり運営資金のカンパも兼ねておりますので、
ご理解とご協力をお願いします。

井尻勝巳さん(左)と萩原智明さん(右)

3. 「姉小路行灯会」のご案内と協賛のお願い

今夏は「あなたがいる街 : 姉小路界隈」と題して「うたごえと
手品の夕べ」を開催します。バリトンの萩原智明さんには、素人
とは思えない程声量豊かな歌声で、皆様が聴きなれた曲目をお
歌い頂きます。また、手品担当の井尻勝巳さんには、独特の雰
囲気でのびっくり技をご披露いただきます。学区からご近所まで、
子ども達と一緒に楽しみたいと思います。なお、姉小路通は柳馬
場～富小路間が、17 時より22 時まで自動車通行止めとなります
ので、ご注意下さいませ。

いよいよ、地区計画の導入が現実味を帯びてきました。最終的な地元説明会も無事終了し、「地区

計画要望書」を京都市長にお渡しできる日取りも、間近になって参りました。あとは、都市計画審議会

の審議を経て、京都市の条例として成立するのを待つばかりです。この1年間の皆様のご協力とご理

解に、心から感謝申し上げます。なお、8月11日の13時より「姉小路行灯会」の為の行灯絵柄張替作

業を行いますので、お手伝い頂ければ幸いです。次回会議は、8月17日(第3金曜日)の19時より開催

致します。こちらへの御参加も、お待ちしております。 (会長:市古和弘)
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街なみ環境整備事業のご案内等

　今年の「まちなかを歩く日」は、11月16日（土）・17日（日）の開催予定です。今回

は、この10年間の「街なみ環境整備事業」の成果を皆様にご覧頂きます。また他にも

「歩く日」にふさわしい道路を使ったイベントや、着物女性の演舞等の新しい企画

も準備しておりますので、どうぞ楽しみにしておいて下さいませ。

　10月の姉小路界隈まちづくり協議会定例会議は、10月18日（第3金曜日）19時

より中京酒販組合ビル1階会議室で開催予定です。より多くに参加頂き、ご意見等

をお聞かせ願えたら幸いですので、どうか宜しくお願いします。（会長：市古和弘）

３．「街なみ環境整備事業」の最終年度の工事が始まりましたので、ご注目下さい

　姉小路界隈では、界隈における様々な活動及び「姉小路界隈地区建築協定」締結の成果を踏まえ、
京町家と調和した街なみを創造し地域の魅力や活力を高めるまちづくりを進めています。
　この建築協定は「姉小路界隈町式目（平成版）」を理念として、都心界隈の居住環境を保全しつつ職
住共存地区の環境を維持増進することを目的とし、その柱となる「街なみ環境整備事業」の平成25
年度補助案件募集には、現在までに3軒のご応募を戴き審査も無事に完了致しました。

　この事業は平成16年度から今年度までの10年間で実施してい
るもので、これまでに21件の美装化を完了しています。対象地区
は「姉小路界隈建築協定地区内」に限り、その中でも特に姉小路通
に面したエリアで優先的に取組んでいます。
（詳しくはwww.aneyakouji.jp/vr/updatedをご参照下さい）

　この補助制度を受ける為には上記以外にも一定の条件を満た
す必要がありますが、予算枠にまだ若干の余裕がございますので、
ご関心のある方は「姉小路界隈を考える会」までご相談下さい。

２．姉小路界隈まちづくり協議会月例会議のご報告

　9月の定例会議は、20日（第3金曜日）19時より、中京酒販組合ビル会議室にて開催致しました。

　まず最初に「姉小路行灯会」について、190の賞品と48軒への感謝状を各々方に無事に届け終え
たことを報告しました。次に11月16日、17日に開催予定の「まちなかを歩く日」での4イベントの
準備状況を報告し、これを了承頂きました。

　なお「景観に関する勉強会」については、9月12日を初回として
第6回まで連続で開催される「地域景観づくり講座」に当会から2
名参加しましたが、地域でのまちづくり運動の発生動機や取組課
題が異なり、その背景にある相違点を理解することも大事な事と
感じたことから、必要に応じて当月例会議でも「ミニ講座」を京都
市景観政策課にお願いし、景観協議会設立にむけて勉強を継続し
ていくこととします。

１．「京都を彩る建物や庭園」に６軒（井山、市古、菊岡、谷口、速水、森田家）を推薦

　京都市文化財保護課では、市民が残したいと考える「京都を彩る建物や庭園」を募集しています。
　姉小路界隈は10年間の「街なみ環境整備事業」で21軒を美装化する成果をあげ、当会は昨年度に
第1号として青木邸を推薦、審議会の議を経て選定されました（詳しくは当会年次報告書37頁）。

　京都市は、これらの整備事業にご協力を戴いた家々のうち同制度の要件を満たすものについては
「京都を彩る建物」として選定（現状変更や所有権移転に対して、
何らかの義務を課すものではありません。）されているものと遜
色ない魅力を持っていると考えています。その為、当会は街なみ
環境整備事業を実施された家々の推薦文を作成中で、このたび先
発グループとして上記6軒の推薦文を市へ提出完了しました。
　今後、該当する残り15軒ほどのお宅にもお伺いする予定ですの
で、街なみ環境整備事業を適用されたお宅はご協力よろしくお願
いいたします。 青木家の選定証（姉小路界隈推薦第1号）

整備前の鳥居邸

まちづくり協議会9月会合の様子
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「まちなかを歩く日」開催のご案内

　今年の「まちなかを歩く日」の界隈イベントは、11月16日（土）・17日（日）の開催

が決定しました。16日（土曜日）は、14時より姉小路のイメージをプリントした長

さ40ｍの布を使用した風呂敷のワークショップを準備中です。また17時30分に

は京小町踊り子隊も駆けつける予定ですので皆様お楽しみに。

　次回の姉小路界隈まちづくり協議会定例会議は、11月15日（第3金曜日）19時よ

り中京酒販組合ビル1階会議室での開催予定となります。こちらへも多くの方々

のご参加をお待ちしております。　　　　　　　　　　　　　　（会長：市古和弘）

３．韓国水原市まちづくり推進団の来訪

　10月23日（水曜日）午前、水原市（韓国京畿道）まちづくり推進団の皆様（市職員を含む19名）が姉
小路界隈を来訪しました。今回の訪問は、姉小路界隈のまちづくり活動を水原市のまちづくりの参
考にする為のものであり、考える会の井山吉良副会長の案内で界隈を1時間ほど視察されました。

　視察団の皆様は、「町式目」や「街なみ環境整備事業」の取組、そして「姉小路通の緑の多さ」に高い
関心を示しました。井山副会長の説明を熱心に記録し、街なみを
写真に収め、最後に全員で記念撮影をして大満足の様子で姉小路
界隈を後にされました。

　姉小路界隈では、姉小路界隈の落ち着いた住環境を守り育てる
為に、「町式目」や「街なみ環境整備事業」、「まちづくりビジョン策
定」等の様々な取組をしてまいりました。これらの取組が少しで
も、水原市のこれからのまちづくりに活かされれば幸いです。今
後も国内外を問わず、多くの皆様の来訪をお待ちしております。

２．「まちなかを歩く日2013」開催のこ案内

　今年も「まちなかを歩く日」の季節がやってまいります。姉小路界隈では初年度の2000年より
13年運続で関運企画を実施しており、今年も11月16日（土）、17日（日）の両日、姉小路通柳馬場東
入のギャラリー象鯨と姉小路画廊及び姉小路通を会場とした以下のイベントを開催予定です。

　屋内展示では、、過去10年に亘る「街なみ環境整備事業」実施24件の整備成果と「景観シミュレー
ション」を展示する「京のまち・姉小路・まちなみ展」、芸術一家である木村さんご家族の手による「姉
小路町家に集う4人展」をご鑑賞下さい。また1/8で精巧に再現し
た「中京もえぎ幼稚園児達のミニ行灯」も愛でて下さいませ。

　屋外では、16日（土）14時より「歩くまち絵巻と行灯会」と称し
て幅90㎝、長さ40mの白い布を姉小路通に敷き、メッセージや絵
を書き込んでもらう催しを企画しています。また16、17の両日
日没後17時から20時まで、柳馬場～富小路間で地域外からの自
動車を通行止めにして、姉小路行灯を通りの両側に並べて点灯さ
せます。皆様のご来場を心よりお待ちしております。

１．姉小路界隈まちづくり協議会月例会議のご報告

　10月の定例会議は、18日（第3金曜日）19時より、中京酒販組合ビル会議室にて開催し、以下の4
項目について会議の参加者により承認をいただきました。

　まず先号でも紹介した、京都市文化財保護課が募集している「市民が残したい－京都を彩る建物
や庭園－」に関して、残りの物件の推薦文作成を京都大学と京都外
国語大学の学生にお手伝い頂くことになりました。なお「景観に
関する勉強会」は、修徳学区など他地域での先進事例を引き続き勉
強することとします。また最近、海外からの姉小路界隈のまちづ
くり視察が続いていることから、「姉小路界隈まちづくり資料等」
の他言語への翻訳をボランティアにお願いすることにしました。

　最後に「まちなかを歩く日2013」の開催イベントについてです
が、これについては次項を参照願います。 まちづくり協議会10月会合の様子

韓国水原市からの視察団

まちなかを歩く日2013ポスター
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本年も宜しくお願い致します

　新年あけましておめでとうございます。皆様のご支援のお蔭で旧年は多様な成

果を残す事ができました事を、まずは御礼申し上げます。都心部にあるこの地域

ゆえに新たな変化も生じますが、私達地域住民にとっても、京都市民の一員として

も良好な発展へとつなげていきたいと考えておりますので、本年もご支援賜りま

すようお願い申し上げます。

　今月の月例会議は、第三金曜日（1月17日）19時より中京酒販組合ビルの1階会

議室で開催します。多くの方々のご参加をお待ちしております。（会長：市古和弘）

３．姉小路界隈まちづくり協議会月例会議のご報告

　12月の定例会議は、18日（第3水曜日）19時より中京酒販組合ビル会議室にて開催し、本年を通
じた様々な活動30項目を振り返り、改めてその内容を確認いたしました。

　主要な成果としては、「姉小路通無電柱化候補路線選定要望書」を京都市に提出（2月28日）や、「京
都市都市計画審議会（7月2日開催）」にて「姉小路界わい地区地区計画」が承認され、併せて「京都市
都市計画 マスタープラン 地域まちづくり構想」に採択されたことも非
常に大きいです。（詳細は www.city.kyoto.lg.jp/tokei/cmsfiles/
contents/0000151/151620/anekoji_kouhou.pdf を参照）

　他にも具体的な活動として、10年来継続してきた「街なみ環境
整備事業」の竣工も24件（1件は未着工）が見込める状況にありま
すし、「姉小路行灯会」や「まちなかを歩く」等のイベントも度々開
催することができました。
　これらの内容についてはＷｅｂでも詳しくご覧頂けます。

２．韓国の放送局が取材に訪れました

　お隣の韓国でもまちづくり活動が盛んなようです。姉小路にも韓国の市民団体・専門家・行政・議
員等の視察団が昨年だけで5回も来られました。一般的な2～3泊の日本視察のコースでも必ず京
都市及び姉小路界隈を組み入れる熱心さです。そんな韓国民の関心が高まる中で、12月6日に韓国
ソウル市ＫＢＳ放送のキム・ソン・ハン記者とアン・ヒュン・チュル記者と通訳の3名が姉小路界隈
のまちづくり取材にやってきました。

　事前に寄せられた質問項目は、①姉小路界隈を考える会の設立
理由。②アーバネックス三条を竣工させる為の地域住民と事業者
と行政の3者の協力関係。③建築協定と地区計画のそれぞれの機
能等について。という具体的なもので、同様の関心がソウル市内
でも高まってることの表れだと感じました。
　今回の内容は、12月19日の夕方の総合ニュースで15分程紹介
されたようです。日韓友好再開のきっかけになればと思います。

１．天橋立からの視察団が来訪しました

　11月28日、白砂青松の景観が日本三景のひとつに数えられる「天橋立」の保全・継承の取組を行
っている「宮津市」からの視察団（総勢30名様）が姉小路界隈を来訪されました。

　この団体は「宮津市建設室まち景観係」がリーダーとなって、「宮津市教育委員会事務局」「特定非
営利活動法人：橋立作事組」「総本家智恵の餅文珠山門前吉野茶屋」及び他様が世話人となって天橋
立周辺の景観整備に尽力されている組織とお聞きしています。
　早朝に宮津を出発され、午前中は京都市役所で景観政策課から
京都市のまちづくりについての概要説明を受けた後、午後一番か
ら現地視察というハードな日程だったようです。 井山副会長の
案内で「姉小路界隈」を見学した御一行は、続いて「三条会」や「先
斗町」そして「西之町」も視察されてから帰られたそうです。

　天橋立と姉小路界隈の景観の向上に向けて、智恵の神様である
智恩寺の文殊菩薩にあやかって新年を迎えられればと思います。 天橋立からの視察団御一行

まちづくり協議会12月会合の様子

韓国ＫＢＳによる取材風景
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平成二十六年二月・第四十六号

界隈活動のご紹介

　平成25年は、皆様のご協力により姉小路界隈地区地区計画が決定され、地区の

生活環境向上が一歩推進しました。今年も一歩進む為、景観整備を一段と進める

目的で京都市の制度である「地域景観づくり」を活用したいと考えております。

　その考え方についての説明会を2月23日（日曜日）の13時30分から中京酒販組

合ビル1階会議室で開催致したいと考えております。また併せてご町内で遠州流

のお稽古をされている岡野賀美さんのお点前も予定しております。是非お誘いの

上、多数のご出席の上、ご懇談頂けますようお待ち申し上げます。（会長：市古和弘）

３．姉小路界隈まちづくり協議会、本年最初の月例会議ご報告

　姉小路界隈まちづくり協議会の本年最初の定例会議は、平成26年1月17日（金曜日）の19時より
中京酒販組合ビル会議室にて開催致しました。

　姉小路界隈を注意して歩くと、新店舗の開店、土地利用の改変、前面道路の利用状況などに、ちょ
っとした変化が見えはじめています。駐輪場所や看板の出し方などについて配慮していただくよ
うお声掛けして改善された事例もあり、早い段階で接点を持って伝えていくことの大切さをひしひ
しと感じています。そんな中、こうした手立てに京都市の「地域景観づくり協議会制度」を使うこと
で、新しく地域に入ってこられる方との意見交換が容易にできる
ようになるとのことから、姉小路界隈でもこの制度を活用してい
きたいと月例会議で議論を交えました。

　姉小路界隈が今まで大切にしてきた、お隣同士の気配りや落着
いた雰囲気、生業、文化といった秩序を維持しながらも、まちを変
化させていく為に、新しく進出してこられる人々のエネルギーも
活用しつつ、一緒になってまちを発展させていく試行錯誤を続け
ていきたいと考えております。

１．姉小路地区建築協定のご紹介

　姉小路地区建築協定は、平成14年7月に地域住民の同意（当時は実印）を得て締結し、一昨年の更
新時に更に5人の追加同意を頂いて現在に至っております。この協定の最大の特徴は、商業地域内
であるにも係わらず、88人という多数の土地所有権者の同意を得て成立していることです。

　ご承知の通り、姉小路通りではコンビニエンスストアとワンルームマンションの進出について規
制をかけており、その甲斐もあってコンビニエンスストアは界隈
に1店舗も存在しません。（但し、ワンルームマンションについて
は、協定締結前に建設されたものが1軒だけ現存しています。）

　ご近所同士が仲良くご挨拶し、夜は静かに眠り、安全で快適な
環境を維持し、この地域の資産価値を目減りさせない為にも、環
境保全は大切な事柄です。この地域を守っている姉小路地区建
築協定には他地域からも大きな関心が高まっており、京都市建築
協定連絡協議会でも紹介させて頂きました。

２．「京都を彩る建物と庭園」制度への応募

　京都市では、市民が京都の財産として、世代を超えて継承されてきた生活・文化の生き字引として、
残したいと思う建物と庭園を公募によりリスト化する「京都を彩る建物と庭園」制度を実施しています。

　この10年間、姉小路界隈に於いては「街なみ環境整備事業」の
助成金を受けて建物の外観美装化を進め、間もなく24軒目が竣
工する見込みです。このうち、既に7軒が当会からの推薦により
「京都を彩る建物」として選定されました。

　平成26年も姉小路界隈地区の景観にふさわしい建物等につい
て応募していきたいと考えております。ご応募の向きは、詳細を
当事務局にご照会下さい。建物所有者のご協力の程をお願い申
し上げます。

姉小路界隈の活動紹介（1/25：景観・まちづくりセンター）

姉小路界隈まちづくり協議会1月会合

「京都を彩る建物」の推薦状を提出

33



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

77 76



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

79 78



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

81 80



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

83 82



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

85 84



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

87 86



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

89 88



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

91 90



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

93 92



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

95 94



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

97 96



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

99 98



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

101 100



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

103 102



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

105 104



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

107 106



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

109 108



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

111 110



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

113 112



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

115 114



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

117 116



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

119 118



姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ姉小路界隈を考える会第38号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

121 120

京
の
街
角  

姉
小
路
界
隈
ヨ
リ

─ 支援 ─

京都市都市計画局
まち再生・創造推進室

姉
小
路
ま
ち
づ
く
り
通
信

編集・発行
京都市中京区
姉小路界隈を考える会
NPO法人 都心界隈まちづくりネット

平
成
三
十
年
一
月
号 

・ 

第
九
十
三
号

「
建
築
協
定

の
効
果
」「
ま

ち
な
み
整
備
の

成
果
」「
建
築

着
手
等
に
先
駆

け
て
行
な
う
意

見
交
換
会
の
し

く
み
」な
ど
に
、

指
導
教
官
の

方
々
も
交
え
て

の
熱
心
な
質
疑

応
答
が
繰
り
返

さ
れ
ま
し
た
。

(

毎
月
第
三
金
曜
日)

は
、一
月
十
九
日
夜
七
時
よ
り
、中
京
酒

販
売
組
合
一
階
会
議
室
で
す
。ど
な
た
様
も
お
気
楽
に
ご
参

加
下
さ
い
ま
せ
。

新
年
の
干
支
を
祝
う
掛
軸
が
完
成

東
京
の
書
家
、
和
田
大
諷
氏
ら
の
書
を
、

ご
町
内
の
山
中
祥
悟
様
が
立
派
な
軸
に
表
装

下
さ
り
、
台
湾
国
立
成
功
大
学
か
ら
国
際
会

議
に
お
越
し
に
な
っ
た
林
従
一
副
校
長
が
、

紐
解
き
を
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

京
都
市
景
観
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
設
立

二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
ロ
ビ
ー
に
一
年
間

飾
り
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
十
一
日
の
「
ま
ち
な
か
を
歩

く
日
」
に
、
姉
小
路
通
の
一
部
区
間
を
車
両

通
行
止
に
し
て
、
内
外
か
ら
の
参
加
者
が
姉

小
路
通
の
事
故
防
止
と
安
全
を
祈
願
し
て
路

上
で
寄
せ
書
き
し
た
傑
作
で
す
。

山
中
祥
悟
氏
は
、京

都
表
具
工
芸
協
同
組

合
理
事
長
と
し
て
、表

芸
文
化
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。狗
年
の

干
支
の
大
軸
作
成
の
労

に
、心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

次
回
の
月
例
会
議

会
長 : 

市
古
和
弘

堺
町
通
姉
小
路
北
東
角
の
既
存
ビ
ル
を
改

修
し
て
、バ
カ
ン
ス
株
式
会
社
が
簡
易
宿
泊

所
・
飲
食
店
を
計
画
中
で
す
。二
〜
四
階
は
、

宿
泊
ス
ペ
ー
ス
。一
フ
ロ
ア
ー
二
名(

最
大
五

名)

で
、三
組
宿
泊
受
入
。一
階
で
は
、宿
泊
客

へ
の
朝
食
提
供
と
、焼
き
菓
子
の
販
売
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。料
金
的
に
ハ
イ
グ
レ
ー
ド

層
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で
、昨
年
東
京
か

ら
進
出
し
て
き
た
、向
か
い
の「
バ
バ
グ
ー
リ
」

と
連
携
し
て
営
業
さ
れ
る
よ
う
で
す
。界
隈

の
品
格
を
保
ち
、姉
小
路
ブ
ラ
ン
ド
を
向
上

す
る
店
舗
と
し
て
の
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

ま
た
、姉
小
路
通
堺
町
東
入
る
木
之
下
町
二

二
九
番
の
五
階
建
て
改
装
ビ
ル
は
、一
階
か

ら
順
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
、カ
レ
ー
屋
、デ
ザ

イ
ン・
不
動
産
、鍼
灸
院
、不
動
産
販
売
業
者

で
、ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
も
含
め
た
意
見
交
換
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
の
報
告

月
例
会
議
の
報
告

十
二
月
十
五
日(
第
三
金
曜
日)

夜
七
時
か
ら
、中

京
酒
販
売
組
合
一
階
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

京
都
市
で
早
く
か
ら
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
開
業
さ

れ
て
い
る
山
本
亮
太
氏
か
ら
、宿
泊
客
の
緊
急
事
態

発
生
へ
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
、話
題
提
供
が
あ

り
ま
し
た
。同
志
社
女
子
大
の
太
田
さ
ん
と
、立
命

館
大
学
の
小
原
君
か
ら
、今
年
の
調
査
研
究
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。参
加
者
お
一
人
お
ひ
と
り
か
ら
ご

発
言
を
い
た
だ
き
、一
年
の
締
め
く
く
り
を
行
い
ま

し
た
。

成功大学副校長ご夫妻

立
命
館
大
学
政
策
科
学
部
歴
史
防
災
・

地
域
情
報
研
究
所
が
、
タ
イ
と
の
国
際
共
同

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

タ
マ
サ
ー
ト
大
学
の
学
生
・
教
員
五
十
名

が
二
班
に
分
れ
て
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
盛

ん
な
先
斗
町
と
姉
小
路
界
隈
を
視
察
。
北

緯
十
五
度
の
バ
ン
コ
ク
は
、
現
在
初
夏
の
陽

気
だ
そ
う
で
す
が
、
寒
い
京
都
で
震
え
な
が

ら
、
石
原
一
彦
先
生
の
通
訳
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

タ
イ
か
ら
の
視
察
団
受
け
入
れ
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